
国産材を使った和器の取組



NPO法人游風の取り組み

イベントのごみを削減による環境貢献

飲食容器を環境に良いもの替える

国産材の木の器

脱炭素社会に繋がる取組

2014年 和器との出会い

2008年 任意団体として設立



和器の特徴

日本の木を使っている

製造工程がシンプル

使用後再利用 循環

資源がいっぱいある。
日本中で使える。



和器の製造工程

製材

ゆでる

スライス

圧縮

カット





他との比較
石油 ⇒ プラ容器 ⇒ 分解しない

外国の木材 ⇒ パルプ ⇒ 紙容器

日本の木 ⇒ 和器



子ども食堂とアート体験
NPO法人あっちこっち

石井造園

さかい内科胃腸科クリニック

井上蒲鉾店

momocosmos（デザイナー）

・鎌人いち場
海浜公園 年に2回

・子ども食堂とアート体験
寿町健康福祉センター 毎月

・ お餅つき
龍隠庵 年1回

・たこやきおこちゃん（賛助会員）
随時



和器の運用の現状と課題

和器の価格 120円 100円を支援で20円を和器利用者に負担してもらう。

費用
120円

利用者 20円

御支援者
100円





国産材の有効利用による森林の活性化


